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転倒 段差・玄関・廊下・風呂場など 

（事故事例） 

■居室内のわずかな段差、敷物に足をとられ転倒し骨折した。 

（70 代女性・中等症） 

■トイレに行こうとした際に、床で足を滑らせて転倒し動けなくなった。 

（８０代男性・中等症） 

■家の中で飛び回って遊んでいたところ、コードに足がひっかかり転倒、 

頭部を負傷した。               （３歳男の子・軽症）     

               
（対策） 

●階段、廊下、玄関、浴室など滑り止め対策をしましょう。 

●生活スペースを１階にすることで、転倒するリスクを 

減らしましょう。 

●高齢になると筋力が低下しますので、立ち上がる時は近く 

のものにしっかりつかまりましょう。 

●転倒を防ぐために、整理整頓を心がけましょう。 

家庭内の事故 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転落 階段・ベッド・椅子・ベランダなど 

（事故事例） 

■階段を下りる際に、足を踏み外して１階に落ち負傷した。 

                                            （70 代男性・中等症） 

■２階出窓付近で遊んでいる際に、誤って網戸と一緒に地上に落ちて負傷した。 

（３歳女の子・軽症） 

■ベランダから転落し負傷した。       （８歳男の子・重症）   

 

 

 

          

 

 

（対策） 

●階段などには、手すりを配置しましょう。 

●ベランダを子どもの遊び場にしないようにしましょう。 

●ベランダや窓付近に、子どもの踏み台になるような 

エアコンの室外機、植木鉢などを置かないようにしましょう。 

●ベッドに、転落防止の柵をつけましょう。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やけど 台所・居室など 

（事故事例） 

■こんろの火をつけたまま、こんろ奥の物を取るため手を伸ばしたところ 

シャツの袖に引火し負傷した。         （70 代女性・軽傷） 

■湯たんぽを布団の足元に置いて就寝し、朝になると足に水ぶくれができた。 

                         （70 代女性・軽傷） 

■冷めるのを待っていたアイロンのコードを引っ張り、アイロンが体に触れて 

やけどした。                              （１歳男の子・軽傷） 

          

（対策） 

●こんろのまわりは整理整頓して、奥に物を置かないように 

しましょう。 

防炎エプロンなどを使用すれば、なお安全です。 

●湯たんぽは、専用カバー、厚手タオルで包んでも低温やけど 

する可能性があります。 

就寝時は、湯たんぽを布団から出すようにしましょう。 

●熱、蒸気でやけどしないようにアイロン、電気ケトル、 

炊飯器などは、子どもの手が届かないところに、置くように 

配慮しましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家の中で起こる事故の一例です。 

知って防ぐことができる事故があります。    

一度、家の中の点検をお願いします。       

 担当 

新町消防署小川出張所 

（事故事例） 

■入浴後、お風呂から上がってこないため家族が様子を見に行くと、 

浴槽内で顔を水没させていて、反応がなかった。 （80 代女性・重篤） 

■子どもが親と入浴中に、浴槽内で遊んでいたところ誤って後ろ向きに 

ひっくり返り頭までお湯が浸かってしまった。    （１歳女の子・軽傷）  

■自宅庭のビニールプールで、飛び込んだ際に着地に失敗し溺れた。  

                    （１歳男の子・中等症） 

   

（対策） 

●入浴時は家族に知らせ、家族はこまめに声をかけましょう。 

●暖房器具で浴室、脱衣室を暖めてから入浴しましょう。 

●入浴前の水分補給に心がけましょう。 

●水深が浅くても入浴、水遊び中は子どもから目を離さない 

ようにしましょう。 

溺水 風呂場・ビニールプールなど 


